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保育内容 「表現」 における教材研究
一紙芝居 ・パ ネル シアター ・ペ ープサー トを作 っ て 、演 じて

一
（皿）

　　　　　　　　　　　　　井　戸　裕　子

　　　　　　　　　　　　　（東京家政大学）

1．研究の 目的

本研究は、日本保育学会第 55 回大会にて、発表した

研究の継続研究で ある。

保育教材とい われて い る幼児を対象とした文化財の

‘

紙芝居
”

　
“

パ ネルシ アタ
ー・’T　

“

ペ ー一プサート
”

を作成 し、子ども達の前で演ずる ことで、保育者を目

指す学生が得られるこ とは何なの か につ いて調査した。

　今回は、教材製作をする際にどの 教材を選択するの

で あろうか　その 選択動機につ いて、
．
予備的な調査を

行っ た。

2．手続き ・方法

この予備的な調査は、保育内容
「
表現 1」 の 授業内課

題 の
一
部で ある。

調査対象者は、東京家政大学家政学部児童学科 3年生

167 名．

この学生の 提出した レポ
ー

トからの 報告で、統計処理

による結果は期待して い ない。

調査日　平成 14 年 5月 22 日

調査内容

1）あなたは、どの教材を製作す る こ とに決めました

か ？

2）選んだ理由は，何ですか ？あなた の
一

番近 い もの

を選択群から選んで ください （複数解答可）

3 ．結果および考察

1）調査内容の結果　パネル シ アター　100名 （60％）

紙芝居 47 名 （28％）　 ペ
ープサ

ー
ト 20 名 （亅2％）

で ある。

パ ネル シアタ
ー

を選んだ学生が 60％半数以上である．

2）選んだ理由の結果は、表 1 に示す。

表 1．選んだ理由

■ 選 択 群

・
［ama の人がやっ ていたの を見て興沫がわいたか ら、

lb浄 どもの頃から身近に感じていて親しみが 持てるか ら．

［CH 度もや っ たことがないから。

〔d以 前，や っ た ことがあるか ら。

〔eyQ ・，て （チャ レンジして）みた くな っ たから．

げ絵を描くこと
・ス ト

ー
リ
ー

を考える こと ・演じて みせることが好きだ

か ら。

［9）これならやれる ！と思っ たか らv

l11冲 りやすそうだか ら、

〔i洞料力甲 こ入りやすいから．

（j保育現場で使えそうだか ら、

lk持 ち齢 樋 員うか ら。

Uかわいい ・楽しいから。

瞰 作や準備の 閉助を考える と適当だと思っ たか ら、

（n旧分が気に入 っ ている惰拮を、この方法でや っ て みたいと思 っ たから。

Cott掛けや動き に興 床力物 るか ら。

（plf どもと
一
緒に作っ て遊べ そうだからe

lq毘の他 ：

＊ パ ネルシ アタ
ー

を選んだ理由で 圧倒的に多 い 　（e）

や っ てみたくなっ   保育現場で使えそ うだから　（o）

仕掛けや動きに興味があるから　次いで（c）一度もやっ

た こ とが ないか ら　　  かわ いい　　 楽しいから

＊ 紙芝居を選んだ理由で圧倒的に多い　　  （c） 次

いで （b）子どもの 頃から身近に感じて い て親 しみが

持て るから

＊ ペ
ープサ

ー
トを選んだ理由で多い （c）　 次い で （e）

  （o） で ある。

＊ パネル シア ター　紙芝居　ペ
ープサ

ー
ト　共通し

て   保育現場で 使えそ うだか ら　と言う理由を選択

して い る ところか ら保育教材として作る とい う意味は

理解されて いる。

＊　 （e）チ ャ レン ジして み たくなっ たから　と言う理

由か らは教材製作に対す る意欲が伺える。

＊　 （c）
一
度もや っ たことがな いから　と言う理由か
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らは新しい課題に積桓酌に取り組む姿勢が感じられる、、
＊　 （o ）仕掛けや動きに興味がある　と言うの はパ ネ

ルシ アタ
ー一

やペ
ー

プサ
ー

トの特性をと らえて 選んで い

る一

＊　（b）子どもの頃から身近に感じてい て親しみが持

て るか ら　と言うの は紙芝居の 教材に特出されて い る n

パ ネル シアダ
．．一
はまだあまり

一
般 化されて いな いの で

はな いか tt　 教材説明の 時 に演じてみ せた　その 時初

めて みて感動し、興味がわい て作っ てみ たい と思 っ た。

＊ （d）以前．や っ た こ とがあるか ら　 と言うの は、

パ ネル シアターだけ選ばれ　紙芝居　ペ
ープサ

ー
トに

は選ばれない、、

＊ Φ）子どもと
一
緒 に作 っ て遊べ そうだから

こ こは、パ ネルシア タ
ー、ペープサ

ー
ト、紙芝居の順

に少数なが らえ らばれ て い るv　 学生が作 っ た教材を

子 どもたちの前で演じるこ とに よっ て、そ の 予どもた

ちが自分も作りたい、作っ てみたい との意欲につ なげ

た い との 発想はまだ幼児を対象の 実習を体験 して い な

い 学生 には、選択数が低 いと考えられる。
＊ （a）他人がや っ て いたの を堯て興味がわ いたか ら

パ ネル シアター．一が紙芝居や ペー一プサ
ー一

トより圧倒的に

多い．紙芝居 は、身近で 比較的よく知られて い る為 で

は、と考え られ る［

＊ aユ）や りやすそうだか ら　紙芝居に多く選ばれ

て い る、

＊ （q）その 他 ：自由言占丞で は、
“
パ ネル シア タ

ー
と迷

い ましたが、舞台を必要とする点で 、紙芝居な ら現物

の み で演じ られる の で 選びました．
”

と記 述 した学生

が 1名だけい た。

＊選んだ理由を選択群から選んだ数は、1から8まで

の 幅が見 られた。

選択群に 5段階評価を導入 し、カテ ゴリ
・一
別 に分類す

る こ とで明確になるので は ？

学生の レポートより

w ． r さん 　　
邑
紙芝居 を 製作 して い る最中も楽しか

っ たけど、演じると、更に楽しさと嬉しさがあっ た、

同じ紙芝居で も、演 じる側 と 見る側そ れぞれ が毎回違

う楽し さを 見つ けられ る ような気がする。特に演じる

側は．対象者を変え る と、様 々 な反応が見 られる の で

良い と思っ た．今回は絵本か らこ の 紙芝居 を製作した

けれ ども、物語や 題材作 りから全て 自分の 手で作っ た

ら、よ り思 い入れ の あるもの にな っ たので はない か と

感じた．初め て 作 っ た紙芝居を大切 に したい と感 じ

たt，
”
　 と感想を述べ て いる．

h ．s さん　　
“〜

（中省）実際に演じて み て 改めて

白分 の 作品 を見て み る とや は り絵 の 具が きれ い に塗れ

て いなかっ たり、しみにな っ てい ました．きっ と実際

に 子どもの 前で演じたら見て い る 子どもはそ うい うと

こ ろが気になっ て しまうの で は ない かとおもい ます，

私は、絵や 工作が 苦手だと自分の 中で思 い 込み絵 の 塗

方もこれくらい で い いか と適当 に なっ て いた気が しま

す 、（中省）物を作る こ とはまだ私の 中で 苦手意識 は

消えない けれど、何かを作り上 げた時、自信は倍 くら

い 自分 につ きます．
”
　 と様々 な気付きがみ られた。

作 っ て 、演 じる こ とに より学生の 自らの 気付きを多く

するための 個人カルテがで きればと考えて い る 、

4．まとめ

教材選択動機を調査す る まえ に、パネル シアタ
ー一、紙

芝居、ペーブザ
ー
ト、影絵につ いてのそれぞれ特徴に

つ い て まなばせたの ちに、この 調査をお こなっ た。

　学生達は、ほぼそ れぞれの特徴は理解され て い た と

思われる 。

　選択動機と作品 の 出来具合 い との 関連で 選択動機の

分析から教材製作の初期段階で の指導者側の 学生へ の

指導 に役立て る ことがで きる，

5．今後の 課題

この 選択群は、前回発表した短期大学保育科 2年生の

レボートか ら抽出したもの で ある，
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